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30年度決算

一
般
會
計
に
黒
字

予
算
執
行
率
は
八
五
・
三
％

昭
和
三
十
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
予
算
総
額
二
〇
二
、
九

八
二
、
四
二
四
円
に
対
し
、
才
入
一
八
四
、
四
四
六
、
五
七

〇
円
、
才
出
一
七
三
、
一
六
四
、
五
三
六
円
で
差
引
一
一
、

　
　
、

二
八
二
、
〇
三
四
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
又
才
入
に
お
け
る
予
算
に

対
す
る
収
入
割
合
は
九
〇
・
九
％
で
、
予
算
に
対
す
る
執
“
麺
・
は
八
五

・
三
％
で
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
の
決
算
概
要
は
次
の

通
り
で
あ
り
ま
す
。

需
用
費
節
減
に
努
力

　
　
一
般
会
計

　
決
算
は
才
入
才
出
差
引
二
、
二

八
二
、
〇
三
四
円
が
翌
年
度
へ
繰
越

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
主
な
原
因
は
、

消
費
的
経
費
、
就
中
需
用
費
等
の
節
．

減
に
努
め
た
こ
と
。
市
税
が
予
想
以

上
に
伸
長
し
、
徴
収
成
績
も
調
定
額

に
比
し
て
九
二
・
五
％
と
比
較
的
良

好
で
あ
っ
た
こ
と
。
地
方
交
付
税
が

予
想
し
た
よ
り
多
額
に
交
付
さ
れ
た

こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
執
行
致
し
ま
し
た
主
な
事
業
は
、

一
、
道
路
改
良
関
係
に
二
七
八
万
円

余
り
（
市
道
真
田
線
、
軽
沢
線
）

，
二
、
学
校
増
改
築
関
係
に
一
、
七
三

二
万
円
余
り
（
東
下
組
、
真
田
各
小

学
校
、
中
学
分
校
を
含
む
）
川
治
中

学
敷
地
買
収
。

三
、
公
営
住
宅
建
築
関
係
に
一
、
〇

六
一
万
円
余
り
（
ブ
ロ
ッ
ク
六
コ
建

一
棟
、
木
造
平
屋
建
一
九
戸
）

　
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
に
執
行
出
来
な
か
っ
た
事
業
に

つ
い
て
み
ま
す
と
、
土
木
費
で
は
住

吉
、
北
新
田
線
改
良
工
事
四
〇
五
万

・
躰
鵯

亭・　　税

52．27％

歳入総額

84446570円

　“00ろ）∠

弩鋤霧

円
・
中
沢
川
排
水
路
工
事
一
三
〇
万

円
、
産
業
経
済
費
で
は
十
日
町
下
島

開
田
事
業
二
六
四
万
円
、
林
道
開
設

工
事
二
三
四
万
円
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
い
づ
れ
も
国
県
補

助
金
や
市
債
の
財
源
収
入
が
で
き
な

か
っ
た
、
め
で
あ
り
ま
す
。

　
決
算
の
状
況
は
次
の
表
の
と
お
り

で
す
。

駄
聾
購
購
蕪
慧
雛

受
診
率
20
％
上
昇

　
　
　
　
国
保
は
赤
字
二
九
〇
万
円

特
」
会

一般会計款別牧入割合

箸子　　“‘重　　｛藍　2，55ラ』

　隈用料手零曳多喜2．08シも

　　　縣支出金1。70％
　　　　繰超金0．3％
　　　　訟蛍企禦摩
　　　　喫オ厘q文入0。塵3％

　
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
主
な

理
田
を
申
上
げ
ま
す
と
、
受
診
率
が

著
し
く
上
昇
し
た
こ
と
。
（
昨
年
度

よ
り
約
二
〇
％
の
上
昇
で
す
）
才
入

に
予
定
し
た
国
庫
麦
出
金
が
交
付
基

準
額
の
約
八
O
％
し
か
交
付
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
赤
字
決
算

と
な
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
保
険

料
の
増
徴
も
被
保
険
者
の
負
担
能
力

か
ら
出
来
な
く
、
又
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
別
表
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

二
、
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
（
画
営
施
設
勧
定
）

才
入
決
算
高
四
、
九
八
八
、
O
O

　　　　　寺　　　　　　　、
　　　　♂韓
　　　　葛ヌ　　社劔労
　　　　撃鱒　　　働施諏費
　　　　　　　　　　23．9％
麿粛

2夢襯額
諸支出金　1731晩536円．
6・86％　　‘100％）
　　弥復

㌔勢靭　努，疑

騰　　．

一段会翻肢糊合
言義含貨1．53か

公　　俵ケ　壷　1，49％

％
％
％

0
8
「
う

2
7
毒

0，

軌
砿

費
費
責

査調
産
攣

計薙
貯
羅

「O
円
、
才
出
決
算
高
四
、
九
四
七
、

六
三
〇
円
で
、
差
引
四
〇
・
三
七
〇

円
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

｝
覇
予
讐
は
欝
八
、
コ
五

｝、
九
〇
〇
円
を
見
込
ん
だ
の
で
あ
り

ま
す
が
、
途
中
医
師
が
欠
け
た
こ
と

扉
灘
鱒
鐵
籔

蕃
、
予
髪
五
、
八
三
六
、
七
八

一
〇
円
に
減
額
し
ま
し
た
。

藤
藁
は
攣
と
な
っ
て
い
ま

一
す
が
、
籐
に
は
議
会
弦
宅

＝
三
、
一
八
O
円
、
国
保
特
別
会
計

皿
か
ら
一
五
〇
、
O
O
O
円
繰
入
金

一
を
し
て
い
ま
す
か
ら
・
鳶
に
は

璽
書
形
募
婁
し
て

一
出
た
額
の
四
〇
、
三
七
〇
円
を
差
引

…
豊

　
　
　
　
　

　
　
　
じ

　
　
　
　
｝

　
　
　
』

　
　
　
　
『

　
　
　
　
ぼ

．
解
一

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
皿

　
　
　
　
一

　
　
　
，

水
道
は
電
気
、
ガ

ス
と
共
に
、
近
代
生
活

に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
ガ

タ
コ
ン
ガ
タ
コ
ン
と

ボ
ン
プ
で
水
を
汲
み
上
げ
る
労
力
と

時
間
を
も
っ
と
別
の
仕
事
に
ふ
り
む

け
な
け
れ
ば
、
家
庭
の
主
婦
の
生
活

の
向
上
な
ど
は
及
び
も
つ
か
な
い
こ

と
で
す
。
農
村
部
で
は
家
並
も
少
な

い
た
め
に
、
良
質
で
多
量
の
水
を
も

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
大
工

場
を
持
ち
、
民
家
の
混
み
合
っ
て
い

る
市
街
地
で
は
、
年
六
水
量
が
不
足

し
て
き
て
い
ま
す
。
水
質
に
つ
い
て

云
う
と
、
飲
用
水
に
適
さ
な
い
も
の

が
五
十
七
％
も
あ
る
の
で
す
。
煮
ふ

つ
す
れ
ば
別
で
す
が
・
生
水
で
飲
む

事
は
伝
染
病
の
原
因
と
も
な
る
訳
で

す
。
水
量
は
一
年
を
通
じ
て
充
分
使

用
で
き
る
も
の
は
半
分
に
も
み
た
な

い
四
十
三
％
、
渇
水
期
に
不
足
す
る

も
の
三
十
％
、
年
中
不
足
し
て
い
る

も
の
が
二
十
七
％
も
あ
り
ま
す
。
空

地
が
年
友
少
く
な
り
、
道
路
は
舗
装

さ
れ
、
側
溝
が
完
全
に
な
る
に
従
っ

て
、
ま
す
く
地
下
水
が
少
く
な
っ

て
行
き
ま
す
。
十
日
町
地
内
で
も
渇

水
期
に
な
る
と
、
井
戸
堀
コ
ン
ク
ー

ル
が
盛
に
な
る
地
域
が
相
当
あ
り
ま

す
。

　
最
近
目
立
っ
て
多
く
な
っ
た
伝
染

病
も
こ
う
云
う
事
が
原
因
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
昭
和

二
十
九
年
度
の
発

生
件
数
は
二
十
七

年
に
比
べ
て
約
六

倍
、
二
十
五
年
に

比
べ
て
何
と
三
十

す
。
良
質
で
絶
対
安
全
な
水
を
多
量

に
自
由
に
使
用
す
る
た
め
に
も
水
道

が
是
非
必
要
だ
と
云
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
二
十
九
年
以
来
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
地
下
水
脈
を
調
査
し

水
．
源
を
綿
密
な
調
査
と
研
究
の
結
果

信
濃
川
畔
十
日
町
橋
の
下
手
に
充
分

な
伏
流
水
が
あ
り
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
、
設
計
が
出
来
上
り
厚
生
省
、
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

四
日
酊
の
広
さ
で
、
人
口
は
二
万
人

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
給
水
鼠
は
平

均
一
日
一
人
一
五
〇
リ
ッ
ト
ル
（
約

八
斗
三
升
）
最
大
給
水
量
二
〇
〇
リ

ッ
ト
ル
（
約
一
石
一
斗
）
そ
の
他
消

火
栓
が
約
一
〇
〇
個
所
取
り
つ
け
ら

れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
、
源
地

の
十
日
町
橋
ぎ
わ
の
、
取
双
井
戸
は
深

さ
八
米
三
十
、
直
径
八
米
の
鉄
筋
コ

は
す
で
す
し
、
や
む
を
得
な
い
停
電

に
備
え
て
デ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ヂ
ン
の
ボ

ン
ブ
も
設
備
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

自
宅
に
水
道
を
ひ
く
に
は
一
体
ど
の

位
の
金
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
一
ヵ
月
の
水
道
料
金
は
い
く

ら
な
の
か
御
心
配
の
方
が
多
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
家
庭
経
済
の
面
か
ら

水
道
で
文
化
生
活
な

四
倍
の
多
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
叉

本
市
は
丘
陵
地
に
あ
る
た
め
水
利
の

便
が
悪
く
、
幸
に
も
消
防
団
の
日
夜

を
わ
か
た
ぬ
警
戒
と
市
民
各
位
の
注

意
の
た
め
大
事
に
は
、
至
っ
て
居
り
ま

せ
ん
が
、
防
火
の
点
に
お
い
て
も
云

い
す
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
重
要

産
業
で
あ
る
織
物
の
生
産
に
も
良
質

の
水
を
多
量
に
必
、
要
と
さ
れ
て
い
ま

敷
設
計
画
の
全
貌
紹
介

設
省
の
許
可
を
も
ら
っ
て
漸
く
着
工

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
総
工
費
は

九
千
六
百
万
円
で
、
そ
の
大
部
分
は

国
か
ら
長
期
低
利
の
資
金
を
借
り
て

行
わ
れ
ま
す
。
叉
こ
の
借
金
は
十
五

年
間
に
年
賦
で
、
水
道
の
利
益
金
で

返
し
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
第
一
期
計
画
で
は
給
水
区
域
は

旧
十
日
町
、
川
治
、
高
山
、
新
座
、

ン
ク
リ
ー
ト
の
井
戸
か
ら
五
Q
馬
力

の
動
刀
ボ
ン
プ
ニ
台
を
使
っ
て
小
学

校
裏
の
台
地
の
配
水
池
（
地
下
に
造

ら
れ
た
千
五
百
ト
ン
入
り
の
タ
ン

ク
）
ま
で
押
し
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
市
内
に
配
水
さ
れ
ま
す
。

　
水
道
は
電
休
目
だ
か
ら
休
む
と
云

う
訳
に
は
行
き
ま
せ
ん
、
そ
の
た
め

動
力
用
電
力
は
特
別
扱
い
に
さ
れ
る

云
っ
て
も
釜
極
ご

も
っ
と
も
な
事
で

す
。
水
道
課
の
係

員
が
精
密
な
計
算

を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
任
迄
に
大

体
の
見
当
と
し
て
敷
設
費
用
と
し
て

次
の
様
な
計
算
が
で
て
居
り
ま
す
。

　
給
水
栓
よ
り
五
摺
で
ビ
ニ
ー
ル
管

使
用
、
水
栓
一
コ
で
八
、
三
五
〇
円

　
三
十
駁
、
水
栓
ニ
コ
で
一
二
、
五

七
〇
円
。

　
五
十
麟
、
水
栓
五
コ
で
二
四
、
九

二
〇
円
。

材
料
の
価
格
、
工
事
費
、
雑
費
は

東
京
水
道
規
格
に
よ
っ
て
算
出
し
て

あ
り
ま
す
。
な
お
材
料
の
価
格
変
動

に
ょ
っ
て
多
少
の
動
き
の
あ
る
こ
と

は
申
ず
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
道
料
金
は
各
市
の
実
博
や
、
加

入
者
見
込
数
、
経
営
方
法
等
を
充
分

調
査
し
た
上
で
発
表
す
る
た
め
、
係

員
が
計
算
し
て
い
ま
す
の
で
も
う
少

し
お
待
ち
い
た
y
き
ま
す
。
近
い
う

ち
に
給
水
区
域
内
を
巡
回
し
て
係
員

が
親
し
く
御
説
明
申
上
げ
る
事
に
な

っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
筆
の
足
り
な

い
分
は
そ
の
節
御
話
し
申
上
げ
度
い

と
思
い
ま
す
。

　
給
水
は
出
来
る
だ
け
阜
く
す
る
計

画
で
す
が
、
遅
く
も
三
年
後
に
は
完

成
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
給
水
、

引
込
工
事
の
た
め
、
そ
れ
ぐ
水
道

貯
金
を
準
備
さ
れ
る
様
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
）

火
の
用
心
〃

　
　
　
コ
タ
ツ
に
注
意

い
た
八
二
二
、
八
一
〇
円
が
赤
宰
と
　
　
　
（
川
治
診
療
所
開
設
並
び
に
吉

な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
田
診
療
所
医
師
住
宅
新
築
費
）

　
直
営
診
療
所
は
目
下
育
成
途
上
に
　
　
才
入
に
お
い
宅
、
当
初
予
算
に
見

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
施
護
の
充
実
込
ん
だ
国
庫
支
出
金
が
年
度
半
に
お

を
計
り
、
市
民
福
祉
の
た
め
、
叉
特
．
い
て
交
付
見
込
が
つ
か
す
、
全
額
更

に
山
間
地
居
住
者
の
た
め
の
医
療
機
正
し
た
の
で
収
入
は
一
般
会
計
か
ら

関
と
し
て
進
み
た
い
所
存
で
あ
り
ま
の
繰
入
金
『
一
四
七
、
七
芸
二
円

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ま
か
な
い
、
才
入
才
出
差
引
残
無

三
、
国
民
健
康
保
険
　
　
　
　
し
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
最
終

多上
水
道
工
事
着
工

　
　
　
　
　
　
先
ず
取
水
井
か
ら

　
上
水
道
．
工
事
の
第
一
期
計
画
分
と

し
て
取
水
井
の
．
工
事
が
着
工
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
請
負
者
は
東
京
の

久保田

水
道
工
業
で
、
去
る
士
ハ
日

初
雪
降
り
し
き
る
銀
白
一
色
の
信
濃

川
畔
の
現
場
で
県
関
係
、
地
元
代
表

者
約
七
十
名
に
ょ
っ
て
起
工
式
が
厳

か
に
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工

事
は
井
戸
の
外
に
塩
素
注
入
器
の
販

り
つ
け
等
も
行
わ
れ
、
来
年
三
月
末

迄
に
完
成
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

予
算
は
当
初
予
算
の
四
九
％
に
す
ぎ

す川治

診療

所
の
施
設
は
計
画
の
五

割
位
に
と
y
ま
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。四

、
公
益
質
屋

　
才
入
才
出
と
も
て
八
二
九
、
八

二
四
円
で
あ
り
ま
す
。
才
入
総
額
び

三
三
％
が
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
金
融
機
関

の
一
つ
と
し
て
運
営
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

置
、
糞
尿
汲
取

　
才
入
、
才
出
と
も
四
八
O
、
〇
二

九
円
で
あ
り
ま
す
。

六
、
商
工
金
融
賢
金

　
才
入
、
才
出
と
も
四
七
六
、
〇
一

〇
円
で
あ
り
ま
す
。

七
、
童
藁
育
成
贅
金

　
才
入
九
、
六
八
五
、
六
七
六
円
に

対
し
、
才
出
八
、
七
二
九
、
七
二
五

円
で
差
引
九
五
五
、
九
五
一
円
を
翌

年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

年
末
支
佛
は

25
－
3
0
日

　
市
役
所
収
入
役
璽
で
は
、
年
末
の

諸
麦
払
を
次
の
通
り
い
た
し
ま
す
。

て
年
末
の
諸
請
求
書
は
十
二
月
二

　
十
日
ま
で
繕
務
課
濤
に
提
出

し
て
．
下
さ
い
。

二
、
収
入
役
堅
麦
払
日

　
十
二
月
二
十
五
日
⊥
二
十
日
の
六

　
日
間
（
い
す
れ
の
日
で
も
可
）

尚
例
月
交
払
の
五
、
十
五
、
二
十
五

日
の
支
払
は
例
月
通
り
行
い
ま
す
。

面
蕊
磁

　
　
　
　
　
　
　
で
は
最
高
気
温

　
　
　
　
　
　
　
　
（
摂
）
三
五
・

四
度
、
最
底
気
温
（
摂
）
一
七
・
九

度
、
初
雪
十
一
月
十
一
日
、
終
雪
三

月
三
十
日
・
最
高
降
雨
量
（
一
日
）

四
五
・
六
ヂ
厨
、
最
高
降
雪
量
（
一

日
）
五
六
移
麿
、
最
大
風
速
（
一
秒

時
）
七
・
八
麿
、
年
間
総
雪
量
六
四

八
移
麿
。

昭
和
三
十
年
で
は
最
高
気
温
（
摂
）

三
四
・
三
度
、
最
底
気
温
（
掻
）
一

一
〇
・
四
度
、
初
雪
十
一
月
九
日

終雪四月

五
日
、
最
高
降
雨
量
（
一

日
）
九
七
・
四
ヂ
層
、
最
高
降
雪
量

（
一
日
）
山
全
移
麿
、
最
大
風
速

（
一
秒
時
）
一
二
・
0
麿
、
年
間
総

雪
量
八
八
七
移
材
で
す
。

　
　
　
　
ロ
　
般
会

　
　
◎
歳
　
　
　
入

科
　
目
　
　
予
　
算
　
額

市
　

税
九
四
、
九
四
四
、
四
一
五

地
方
交
付
税
二
四
、
三
五
三
、
O
O
O

舩禮

驚
　
一
三
七
、
天
・

使
用
料
及
手
数
料
三
、
六
六
〇
、
五
一
〇

国
庫
麦
出
金
三
二
、
二
九
一
、
四
七
〇

県
麦
出
金
　
　
六
、
〇
三
二
、
七
二
五

市雑繰繰寄

収越入附

臨
時
地
方
財
政

特
別
交
付
金

歳
入
合
計

　
　
皇

科
　
目

議
　
会

市
役
所
費

消
　
防

土
　
木

教
　
育

社
会
及

労
働
施
設
費

保
健
衛
生
費

産
業
経
済
費

財
　
産

統
計
調
査
費

選
　
挙

公
　
債

諸
麦
出

金
　
　
六
、
四
五
八
、
一
七
七

金
四
〇
〇
、
O
O
O

金
二
、
八
一
九
、
五
八
七

入
四
、
一
四
七
、
三
六
〇

債
　
一
六
、
九
五
〇
、
O
O
O

　
　
一
〇
、
六
〇
八
、
O
O
O

　
　
二
〇
二
、
九
八
二
、
四
二
四

　
　
　
出

　
　
　
予
　
　
算
　
　
額

費
　
　
（
二
〇
異
）

　
　
　
二
、
五
七
九
、
三
三
〇

　
　
　
　
（
三
二
、
二
〇
一
）

　
　
二
九
、
二
二
、
三
四
四

費
　
　
七
、
八
八
九
、
一
六
〇

費
（
三
〇
〇
、
O
O
O
）

　
　
二
〇
、
九
八
五
、
一
四
四

費
　
　
　
（
四
〇
、
O
O
O
）

　
　
五
三
、
二
一
〇
、
四
六
七

び　
　
四
四
、
〇
六
八
、
九
〇
二

　
　
　
（
一
〇
〇
、
O
O
O
）

　
　
七
、
四
二
四
、
〇
九
〇

　
　
一
九
、
三
六
七
、
四
一
〇

費
　
　
て
四
一
八
、
二
一
二
五

　
　
　
　
六
九
三
、
六
〇
〇

費
　
　
一
、
O
一
五
、
O
O
O

　
　
　
　
（
一
〇
、
五
〇
四
）

費
　
　
二
、
六
四
二
、
三
五
二

金
（
七
一
七
、
八
O
八
）

　
　
一
一
、
二
七
三
、
〇
九
〇

費
（
等
、
～
誤
誼
蕊

　
　
二
〇
二
、
九
八
二
、
四
二
四

L型））と究計
四三七三　　四六決
ヤ　ヤ　　　ヤ　　　　 ヤ　ヤ

六一四八二三四　（
糞養醸蕪睾嗜
七二三二二〇〇　）
圭宅9美δ8至額

八〇七五
四　、　、、

麟§壁
ノ、　　、　 、　、　、

ヤ

五〇〇八九
ε88盆

決
　
　
算
　
　
額

二
、
五
八
一
、
三
七
六

二
七
、
七
五
九
、
九
二

　
七
、
四
七
〇
、
一
五
四

一
一
、
八
七
〇
、
一
六
五

四
四
、
五
八
六
、
二
九
五

四
一
・
三
七
八
・
三
二
八

　六、

九
七
九
、
六
四
四

一
三
、
五
四
四
、
八
一
四

　
一
、
三
五
二
、
九
七
八

　
　
三
三
六
、
二
五
六

　
　
七
七
五
、
四
五
五

二
、
六
五
二
、
八
五
六

一
一
、
八
七
六
、
三
〇
四

予
　
備

歳
出
合
計
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
、
一
六
四
、
五
三
六

　
　
　
国
民
健
康
保
瞼
特
別
会
計

蓄謙灘叛合灘幾號科畠
蕪霊費獺讐費目計入金金塁輔惣料目

　
入予

　
　
算
　
　
額

二
一
、
九
〇
〇
、
O
O
O

　
　
一
一
工
ハ
O
、
O
O
O

　
　
　
　
一
〇
、
0
0
0

　
　
　
三
五
、
O
O
O

一
ス
九
一
五
、
O
O
O

　
　
　
一
五
〇
、
O
O
O

　
三
、
四
〇
〇
、
O
O
O

　
一
、
二
〇
〇
、
O
O
O

　
　
　
一
二
五
、
四
〇
〇

三
九
、
〇
九
五
、
四
〇
〇

　
出予

　
　
算
　
　
額

　
三
、
〇
七
七
、
九
五
〇

三
三
、
一
九
六
、
〇
二
四

　
　
　
　
一
〇
、
O
O
O

　
　
　
一
〇
二
、
三
〇
〇

　
一
、
二
九
九
、
一
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
〇

三
九
、
〇
九
五
、
四
〇
〇

決
　
　
算
　
　
額

二
〇
、
六
〇
八
、
一
六
一
二

　
　
ー
コ
七
、
三
一
二

　
　
　
　
五
、
八
四
九

　
　
　
　
四
四
、
三
五
〇

一
〇
、
六
〇
九
、
四
二
六

　
　
　
　
一
二
、
O
O
O

　
三
、
二
五
〇
、
O
O
O

　
　
　
九
六
二
、
八
〇
五

　
　
　
ゴ
三
、
七
二
八

三
五
、
七
四
ス
六
五
二

決
　
　
算
　
　
額

　
二
、
八
八
二
、
四
〇
八

三
三
、
一
九
五
、
六
八
二

三
三
、
一
九
五
、
六
八
二

　
　
　
　
五
、
八
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
一
、
二
九
九
、
一
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
〇

三
八
・
六
三
五
・
三
三
二

一8一
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市
議
補
欠
選
墨

　
　
　
　
十
二
月
九
日
に
執
行

　
選
挙
．
膏
理
委
員
会
で
は
、
市
議
会

議員

第
三
選
挙
区
選
出
の
関
口
貢
氏

の
死
亡
に
伴
う
、
補
欠
選
挙
に
つ
い

て
協
議
し
、
次
の
よ
う
に
執
行
す
る

こ
と
を
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

①
選
挙
期
日
を
十
二
月
九
日
と
す
る

②
告
示
は
十
一
月
二
十
九
日
に
行

　
い
、
こ
の
日
か
ら
寛
候
補
届
の
受

　
付
を
開
始
し
て
十
二
月
四
日
締
切

と
す
る
。

③
不
在
者
投
票
は
十
一
月
二
十
九
日

　
か
ら
十
二
月
八
日
ま
で
市
役
所
で

　
行
う
こ
と
。
（
父
十
日
町
病
院
、

　
中
条
病
院
な
ど
大
き
な
病
院
と
か

　
療
養
所
で
指
定
さ
れ
た
所
へ
入

　
さ
れ
て
い
る
力
は
、
病
院
長
に
申

　
告
す
れ
ば
病
院
で
不
在
者
投
票
が

一
で
き
る
。
）

　
㎜
④
候
補
者
一
人
が
使
用
す
る
こ
と
が

　
『
出
来
る
選
挙
費
用
の
最
高
額
は
四

万
四
千
吾
二
肖
亮
め
た
．

　
一
⑤
開
票
は
即
日
市
役
所
で
行
う
予
定

㎜
で
あ
る
．

　
一
こ
の
選
挙
を
行
う
た
め
、
補
充

　
、
遇
挙
人
名
簿
が
調
整
さ
れ
ま
す

　　
｝
の
で
、
旧
川
治
村
の
区
域
に
居
住
さ

　
　

　
一
れ
る
方
で
次
の
こ
と
に
あ
て
は
ま
る

百
、
こ
の
繁
名
簿
に
護
申
請

　
一
を
し
て
下
さ
い
。

　
・
①
旧
川
治
村
の
区
域
に
住
所
を
有
す

薪
糞
昭
型
年
六
月
二
＋

院
十
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
四
日
ま

　
一
で
の
間
に
生
れ
た
方
。

一
②
旧
川
治
村
顛
三
士
隻
月

　
　
小
中
学
校
の

　
　
増
改
築
は
毎
年

　
　
二
⊥
一
房
穣
打

　
　
っ
て
い
る
が
、

　
　
本
年
度
は
名
ヵ

　
　
山
の
小
中
学
校

　
　
、
中
条
中
学
校

　
　
川
治
中
学
校
の

　
　
工
事
に
鵜
手
、

　
　
＋
一
月
中
旬
に

　
　
は
名
ヵ
山
、
川

　
　
治
の
両
校
は
完

　
　
成
、
中
条
中
学

　
　
校
の
特
別
教
室

　
　
は
＋
一
月
末
に

　
　
完
成
す
る
。

　
　
　
こ
れ
で
本
年

　
　
度
も
三
ヵ
校
が

　
　
木
の
香
も
新
し

　
　
い
新
校
舎
と
し

　
冒
て
お
目
見
え
す

　
　
る
こ
と
に
な
る

　
　
　
名
ヵ
山
小
中

　
　
学
校
は
工
事
費

　
　
約
四
百
二
十
万

購　
　
円
で
小
学
校
分

　
　
は
危
険
校
舎
の

　
　
改
築
と
し
て
教

　
　
室
四
、
職
員
室

　
　
一
、
他
に
小
便

　
　
室
、
湯
呑
所
、

　
　
宿
直
室
等
延
一

十
九
日
か
ら
、
八
月
二
士
二
日
迄

　
に
市
外
か
ら
住
所
を
移
さ
れ
た
方

③
基
本
選
挙
人
名
簿
及
び
本
年
六
月

＋
八
日
現
在
調
整
の
補
充
選
拳
入

名
簿
に
登
録
洩
れ
の
方
。

　
申
請
期
間
は
十
一
月
二
十
四
日
か

ら
同
月
二
十
八
日
ま
で
行
っ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
該
当
者
は
市
役
所
へ
申

請
の
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
選
挙
に
関
す
る
届
出
や
申
請

は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
の
毎
目
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
迄
で
す

戸
別
訪
問
は
違
反

　
選
挙
運
動
の
出
来
る
範
囲
は
、
私

た
ち
が
常
識
的
に
考
え
て
い
る
よ
り

も
非
常
に
や
か
ま
し
く
法
律
で
し
ば

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
選
挙
運
動
を
す

る
人
は
勿
論
、
一
般
の
有
権
者
の
方

も
良
く
注
意
し
て
違
反
の
な
い
、
叉

義
理
や
人
情
に
と
ら
わ
れ
な
い
明
る

い
選
挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
選
挙

還
勘
と
し
て
択
の
よ
う
な

こ
と
患
行
う
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
．

①
選
挙
に
関
し
、
何
人
も
投
票
を
得

　
る
た
め
と
か
、
得
さ
せ
な
い
目
的

　
の
た
め
戸
別
訪
問
を
す
る
こ
と
。

　
叉
戸
別
に
、
演
説
会
の
告
知
や
候

襲
難
難
藷
鮮

名
儀
を
も
っ
て
す
る
を
問
ね
す
飲

食
物
を
提
供
す
る
こ
と
。
但
し
湯

茶
や
こ
れ
に
伴
い
通
常
用
い
ら
れ

る
程
度
の
菓
子
は
除
か
れ
て
い
る

高
冷
地
螢
農
・
開
拓

　
　
　
鴨
鵜
肉
用
牛
の
飼
育
に
成
功

　
中
条
の
上
田
原
部
落
で
は
こ
と
し

春
中
条
農
協
か
ら
二
百
万
円
の
資
金

を
共
同
で
借
入
れ
て
肉
用
牛
の
肥
育

に
乗
出
し
た
が
、
ご
れ
が
見
事
に
成

功
し
て
、
山
間
高
冷
地
営
農
の
新
分

野
を
開
拓
し
た
も
の
と
し
て
話
題
を

集
め
て
い
る
。
上
田
原
都
落
は
笠
置

開
拓
の
す
ぐ
西
に
あ
る
十
四
戸
の
小

部
落
で
、
耕
地
は
一
戸
平
均
水
田
三

反
歩
・
畑
三
反
歩
と
い
う
恵
れ
な
い

待
望
の
三
．
校
落
成

　
　
　
　
　
　
川
治
中
は
独
立
校
舎
に

二
五
坪
、
中
学
校
は
教
堅
四
、
延
九

〇
坪
で
、
十
九
日
に
は
竣
工
義
を
行

い
、
明
る
い
校
舎
で
午
供
達
は
喜
六

と
し
て
勉
強
に
い
そ
し
ん
で
い
る
。

　
中
条
中
学
校
特
別
教
室
の
増
築
は

理
科
室
、
音
楽
室
、
裁
縫
室
、
図
書

室
の
四
塞
で
延
一
一
八
坪
、
工
事
費

約
二
百
九
十
万
円
の
、
工
事
で
あ
り
十

一
月
末
に
は
竣
工
す
る
予
定
で
あ
る

こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
中
学
校
と
し
て

の
教
科
面
の
学
習
効
果
は
大
き
い
。

　
叉
川
治
中
学
校
は
、
北
新
田
地
内

し
、
独
立
校
舎
を
新
設
す
る
こ
と
に

な
り
本
年
は
教
室
六
、
延
一
六
七
坪

と
他
の
附
帯
工
事
と
合
せ
て
約
四
百

二
十
万
円
で
着
手
、
十
一
月
中
劔
す

で
に
本
年
度
分
は
完
成
し
た
。
来
年

便
所
等
が
出
来
上
れ
ば
生
徒
は
新
校

舎
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

【
写
真
は
名
ヵ
山
小
、
中
学
校
】

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
、

に
窪
霧
一
毒
の
土
農
入
一

部
落
。
そ
こ
で
な
ん
ど
か
し
て
貧
乏

か
ら
立
上
ろ
う
と
相
談
し
た
結
果
、

十
四
戸
全
部
が
農
協
か
ら
資
金
を
共

同
で
借
入
れ
て
牛
の
肥
育
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
も
の
。
牛
は
島
根
な
ど

本
場
か
ら
一
頭
六
万
円
前
後
で
三
十

四
頭
を
導
入
（
う
ち
育
成
十
頭
）
こ

の
ほ
ど
最
初
に
東
京
へ
出
荷
し
た
五

頭
は
い
す
れ
も
九
万
円
か
ら
十
一
、

二
万
円
で
取
引
き
さ
れ
て
い
る
。
牛

を
導
入
し
て
か
ら
の
部
落
の
人
女
の

り

［仕
事
ぶ
り
は
全
く
素
晴
ら
し
く
、
畑

一
に
は
飼
糧
作
物
を
増
産
し
よ
う
と
熱

心
に
働
き
、
特
に
青
年
婦
人
層
の
．
沽

麗
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
中

一
条
簾
協
で
は
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
援

助
す
る
こ
と
に
決
め
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
本
当
の
成
果
が
上
る
も
の
と
期

一面
れ
て
い
る
・

　
　
【
写
．
真
は
丸
汝
と
こ
え
た
牛
】

③
選
挙
運
動
の
た
め
演
説
会
場
、
街

　
頭
演
説
の
場
所
に
お
い
て
す
る
場

　
合
の
外
・
連
呼
行
為
を
す
る
こ
と

④
そ
の
他
に
も
選
挙
運
動
の
た
め
、

　
気
勢
を
張
る
行
為
と
か
、
署
名
運

　
動
と
か
人
気
撲
票
を
行
う
こ
と
。

　
市
議
の
選
挙
遅
動
と
し
て

　
次
の
よ
う
な
こ
と
は
行
う

　
の
と
が
出
来
ま
す
。

火
傷
に
注
意

乳
幼
児
を
家
の
中
で

遊
ば
せ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
が

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
り
、
乙
た
つ
、
ス

ト
ー
ブ
等
を
使
い
ま
す
か
ら
、
一
寸

し
た
不
注
意
か
ら
火
傷
さ
せ
、
命
舵

①

繍
雛
蘇
籍
③
翼
会
や
街
頭
蕊
会
を
行

②
検
印
を
受
け
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
型
の

　
ボ
ス
タ
ー
五
百
枚
を
便
用
す
る
。

…
④
そ
の
他
に
新
聞
広
告
と
か
、
立
礼

一
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
を
使
用
す
る
こ
と
。

一一
森
轟
の
嬉
は
、
木
蕪
要

一
面
の
増
大
に
伴
い
切
実
な
問
題
と
な

正
月
は
門
松
カ
ー
ド
で

か
＼
わ
る
こ
と
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん

叉
炭
火
や
石
炭
を
沢
山
た
く
た
め
に

ガ
ス
中
毒
等
の
事
故
を
起
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
ら
・
防
網
を
張
る
と
か

そ
の
他
の
方
法
で
危
険
を
防
ぐ
よ
う

注
意
い
た
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
≡
三
…
…
≡
…
＝
閣
＝
≡
…

　
民
生
萎
員
制
度
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
十
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。
本
年

旧齢11“m“m謝置［Ilm置置“馳“lml5畠a己1””Hm1””5Im巳川”“1mm“””1““”11“mli“”ll“”川匿”lm”“”1鵬藍”自“”“““”巳1”1”””匿”””

っ
て
お
り
ま
す
。
木
を
育
て
る
運
動

と
共
に
、
森
林
資
源
を
む
だ
に
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
緊
急
必
要
で

あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
若
木
を
無
残
に
き
る
門
松
や
ク
リ

ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
使
用
の
旧
慣
は
、

新
し
い
時
代
の
風
習
と
し
て
は
如
何

か
と
感
じ
ま
す
。

新
潟
県
で
は
昭
和
二
士
ハ
年
以
来
こ

の
点
に
着
目
し
て
、
こ
れ
が
自
覚
自

重
を
う
な
が
し
て
い
ま
す
。

県
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
本

年
も
「
緑
の
羽
根
」
募
金
の
一
部
と

希
望
者
よ
り
一
円
程
負
担
し
て
い
た

だ
き
、
門
松
力
i
ド
を
印
刷
、
配
布

し
て
自
粛
運
動
を
推
し
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

櫛
盤

下島の開拓進む整地にプル腰一
多年地元農家の要望て…あった十日町下島堤内地の開
拓は，農林省の工事認可があったので。増反者も七
六名と正式に決定し目下急ビツチで工事中である。

霧
一
舖
鎗
雛

『
託
員
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

一
各
嘱
託
員
は
、
町
内
希
望
を
、
取
り
ま

爵
て
・
吉
吾
轄
役
所

に
申
込
み
願
い
ま
す
。

り

｝
◎
門
松
力
ー
ド
で
、
緑
化
運
動
に
御
協

一
力
下
さ
い
．

根
雪
・
前
・
大
掃
除

　
　
　
　
サ
ナ
ギ
の
掻
取
り
が
大
切

　
十
一
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
9
①
「
ね
ず
み
」
穴
を
修
理
す
る
。

が
秋
の
大
清
掃
旬
間
に
な
っ
て
い
ま
②
畜
舎
は
「
サ
ナ
ギ
」
の
掻
販
り
を

簸
羅
注
意
し
て
清
掃
を
藁
観
の
嚢
お
く

一
、
峯
内
の
清
掃

よ
う
に
す
る
。

＝
…
＝
≡
≡
＝
一
一
≡
…
＝
…
≡
≡
囎
≡
…
＝
…
＝
…
馴
＝
…
≡
…
…
＝
一
≡
…
…
…
…
一
一
…
…
…
…
ロ
…
…
＝
…
…
一
餌
…
…
…
三
聞
＝
一
…
一
…
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
好
況
　
　
続
い
て
東
京
、
埼
玉
、
長
崎
等
に
和
二
十
一
年
生
活
保
護
法
が
制
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
そ
の
反
面
に
於
て
物
価
の
高
謄
を
設
置
さ
れ
た
の
を
始
め
と
し
で
、
短
れ
、
補
助
機
関
と
し
て
方
面
、
委
員
を

十
一
月
末
日
を
以
っ
て
全
国
一
斉
に
き
た
し
、
国
民
の
、
貧
冨
の
差
を
更
に
日
月
の
間
に
全
国
的
に
普
及
し
、
昭
活
用
す
る
こ
と
＼
な
り
、
そ
の
名
称

民
生
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
　
大
き
く
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
社
会

こ
の
十
年
の
間
、
陰
の
奉
仕
者
と
し
不
安
を
き
た
し
、
特
に
米
価
の
暴
謄

て
、
幾
多
の
間
題
を
も
つ
人
六
の
よ
が
契
機
と
な
っ
て
、
所
調
米
騒
動
が

き
相
談
相
手
と
な
り
、
更
生
に
、
地
起
る
等
、
社
会
不
安
は
そ
の
極
に
達

域
社
会
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
す
る
に
．
至
ち
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
し
た
委
員
の
方
六
に
対
し
、
感
謝
　
　
こ
の
米
騒
動
に
対
処
し
て
庶
民
生

の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
此
の
記
念
活
の
安
定
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
痛

す
べ
き
十
周
年
に
当
り
、
本
制
度
の
感
し
、
特
の
大
阪
府
知
事
林
市
蔵
氏

沿
革
と
内
容
の
一
端
を
の
べ
、
市
民
が
、
社
会
の
実
相
を
正
し
く
把
握
し

各
位
の
協
力
を
得
て
、
一
層
明
る
い
て
、
救
済
を
要
す
る
事
態
を
迅
速
、

市
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
建
設
を

念
願
す
る
次
第
で
す
。

　
民
生
委
員
制
度
は
終
戦
前
の
方
面

委
員
制
度
の
発
達
延
長
し
た
も
の
で

す
。
我
が
国
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

に
於
て
、
直
接
災
禍
を
あ
ま
り
こ
う

む
ら
す
に
、
産
業
が
大
い
に
進
展
し

未
曽
有
の
好
況
を
呈
す
る
こ
と
、
な

正
碓
に
明
ら
か
に
す
る
方
法
と
し
て

方
面
委
員
制
度
を
設
け
、
救
民
指
導

と
相
談
相
手
と
な
る
機
関
を
つ
く
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
相
甫
後

し
て
、
岡
山
県
知
事
笠
井
新
一
氏
が

済
生
顧
問
の
制
度
を
設
け
た
の
が
方

面
委
員
制
度
の
先
駆
を
な
す
も
W
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

和
三
年
に
は
全
国
の
府
県
に
設
置
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
庶
民
生
沽
の
実
態
を
と
ら
え
、
隣

保
相
扶
の
精
神
を
基
と
し
て
、
地
方

行
政
と
、
密
接
な
関
連
を
た
も
ち
つ
＼

を
民
生
萎
員
と
改
め
、
民
生
委
員
令

が
制
定
せ
ら
れ
、
更
に
昭
和
二
十
三

年
民
生
委
員
の
公
的
佐
格
を
更
に
強

め
る
た
め
、
民
生
．
委
員
法
が
制
定
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
長
い

民
生
委
員
制
度
十
周
年

を
迎
え
て

民
雌
の
安
定
を
計
る
こ
と
を
目
途
と
間
単
な
る
救
貧
委
員
と
し
て
の
観
念

し
て
、
昭
和
七
年
に
は
救
護
法
の
施
を
一
掃
し
、
広
範
な
民
生
安
定
諸
施

行
と
な
り
、
全
国
市
町
村
単
位
に
設
策
の
推
進
機
関
協
力
機
関
と
し
て
の

置
さ
れ
、
昭
和
十
二
年
方
面
委
員
令
職
責
を
端
的
に
表
現
す
る
名
称
と
し

の
制
度
を
み
る
に
至
り
、
戦
時
中
は
て
改
め
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

専
ら
軍
事
挟
助
に
よ
り
留
守
家
族
、
　
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

遺
族
等
の
救
護
に
当
っ
た
の
で
あ
り
　
　
叉
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね

ま
す
。
第
二
次
大
戦
が
終
了
後
の
昭
る
こ
と
＼
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
委

員
は
児
童
の
福
祉
に
関
し
て
は
、
児

童
福
祉
司
と
併
立
し
て
い
る
ば
か
り

で
な
く
・
児
童
．
福
祉
司
と
相
協
力
す

る
分
担
事
務
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
面
社
会
事
業
の
発
展
に
伴
い

行
政
内
容
そ
の
も
の
＼
専
門
化
に
依

り
、
専
門
の
職
員
を
必
要
と
す
る
ご

と
に
な
り
、
照
和
二
十
七
年
よ
り
民

生
委
員
に
負
荷
さ
れ
て
い
た
社
会
福

中
心
に
毎
月
一
回
定
例
会
を
開
催
し

て
、
関
係
行
政
機
関
の
参
加
を
求
め

縦
横
め
連
絡
を
密
に
し
、
各
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
研
究
討
議
の
上
、
要
保
護

者
の
指
導
等
に
当
ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
の
地
区
別
定
員
は
次
の
通
り
。

十
日
｛
悶
蔑
一
山
ハ
名
（
新
座
を
含
む
）

下中

祉
事
業
謳
域
の
実
脳
の
面
が
こ
の
専
哺

従
職
員
に
移
さ
れ
る
こ
と
、
な
っ
　
月

た
。
民
生
委
員
は
地
域
社
会
に
於
け

る
篤
志
家
の
活
動
で
あ
る
本
質
が
再

び
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
成
っ
て
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
十
日
町
市
の
民
生
委
員
の
定

員
は
五
十
二
名
で
あ
り
ま
す
が
、
此

の
定
員
基
準
は
人
口
密
度
と
地
域
の

大
小
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
旧
酊
村
地
区
毎
に
、
民
生
委
員

協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
常
務
委
員
を

山／￥

条地区

一

条
地
区

田
地
区

治
地
区

箇
地
区

一
名
（
新
座
を
除
く
）

七
名
（
従
前
の
通
り
）

七
名
（
〃
　
）

七
名
（
〃
　
）

四
名
（
〃
　
）

④
台
所
、
便
所
、
畜
舎
に
は
駆
除
薬

　
剤
を
ま
く
。

二
、
屋
外
の
清
掃

、
①
飲
用
水
路
の
か
き
さ
ら
い
を
す
る

　
こ
と
。

②
、
下
水
溝
は
か
き
ざ
ら
い
を
し
、
汚

　
泥
は
土
中
に
う
め
る
よ
う
に
す
る

③
便
所
附
近
の
「
サ
ナ
ギ
」
は
掻
き

　
取
る
こ
と
。

三
、
塵
芥
、
し
尿
の
し
ま
つ

①
δ
み
は
焼
く
か
叉
は
こ
や
ま
に
つ

　
む
こ
と
。

・
②
し
尿
は
汲
取
る
ご
と
。

　
以
上
民
生
委
員
の
概
要
を
述
べ
ま

し
た
。
民
生
委
員
は
自
由
の
立
瘍
か

ら
自
主
性
の
あ
る
活
動
を
行
い
、
、
硬

保
護
者
と
福
祉
事
務
所
双
方
の
仲
介

人的

役
割
を
以
っ
て
両
者
の
問
の
よ

き
紐
帯
と
な
り
、
且
つ
女
社
会
福
祉

の
増
進
の
た
め
広
汎
な
活
動
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
事
務
所
）

電
話
の
申
込

　
　
は
年
内
に

機
械
設
備
や
線
路
設
備
の
行
き
詰
り

な
ど
の
た
め
、
さ
要
望
の
全
部
に
添

う
こ
と
が
で
き
す
大
変
吾
不
便
を
お

か
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
ご

．
不
便
を
解
消
い
た
す
た
め
、
ご
の
た

び
局
舎
を
新
築
い
た
し
ま
し
て
、
従

来
の
共
．
電
方
式
を
自
動
式
に
改
め
る

噂
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
機
械
設
備

や
電
話
線
を
新
し
く
引
く
計
画
は
、

、
皆
様
か
ら
の
お
申
し
込
み
の
数
や
場

所
に
よ
っ
て
洩
定
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
三
十
一
年
十
二
月
宋
日
ま

で
に
、
電
話
で
も
手
紙
で
も
結
構
で

す
か
ら
当
局
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
当
局
の
窓
口

　
（
電
話
六
〇
〇
電
）
で
お
尋
ね
下
さ

い
。
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
長
）

関
ロ
エ
貝
氏

川
治
地
区
選
出
市
議
員
関
口
貢
氏
は

去
る
十
一
月
三
日
肝
臓
癌
の
た
め
長

岡
日
赤
病
院
に
於
て
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
亭
年
五
十
七
才
同
氏
は
関
芳
織

物
工
業
株
式
会
社
常
務
飯
締
役
で
市

議
の
外
、
改
正
前
の
市
議
会
選
出
教

育
委
員
、
交
教
厚
生
委
員
、
消
防
委

員
十
日
町
中
学
P
T
A
会
畏
等
女
の

要
職
を
持
た
れ
同
氏
の
逝
去
は
い
た

く
惜
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　今月の納税
固定資産税（第四期）
納期1限11月30日

国民健康保険料（第五期）

自転車荷車視月割課税

納期限12月31日

も
　
う

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
＋
山
ハ

　
　
　
　
　
一
一
日
第
一
一
一
回
稀

笥一

蕪

　
　
　
メ
モ

　
　
　
　
　
　
は
次
の
と
お
り

◇
九
月
二
十
五
、
二
士
ハ
日

　
　
第
三
回
市
議
会
定
例
会

◇
十
月
八
日
　
第
七
回
会
臨
時
議
会

♀
月
士
ハ
日
交
贅
珪
委
．
員
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ド

　
　
田
地
区
学
校
、
診
療
所
視
察

◇
十
月
二
十
二
日

　
　
全
員
市
有
十
日
町
大
、
平
林
視
察

◇
十
月
二
士
二
日

　
　
経
済
萎
員
商
工
会
議
所
繊
維
講

　
　
習
所
、
吉
田
稚
蚕
飼
育
所
視
察

◇
十
月
二
十
四
、
二
十
五
日

　
　
総
務
財
政
委
員
中
案
、
川
治
、

　
　
名
ケ
山
校
建
築
現
場
視
察

◇
十
一
月
一
日
　
第
八
回
臨
時
議
会

◇
十
一
月
五
、
十
二
日

　
　
建
設
委
員
現
在
執
行
中
の
建
設

　
　
工
事
状
況
及
び
昭
和
三
十
二
年

　
　
度
工
事
要
望
個
所
視
察

年
闘
回
は
検
便

を
し
ま
し
よ
・
つ

♀
一
月
七
、
八
日

　
　
経
済
委
員
農
抹
道
、
土
地
改
良

　
　
等
担
任
部
門
の
視
察

♀
一
月
＋
五
日

　
　
建
設
委
員
会
、
第
八
回
臨
時
会

　
　
の
請
願
陳
情
の
付
託
事
項
番
査

◇
十
一
月
二
十
二
日
交
教
厚
生
委
員

　
　
学
校
、
診
療
所
、
養
老
院
視
察

◇
十
一
月
二
十
四
日

　
　
総
務
財
政
蕃
貝
会
、
第
八
回
臨

一一
　
　
時
会
の
請
願
の
付
託
事
項
審
査

一9一


